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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２４年度（第６回）環境対策委員会 

開催日時 平成２５年１月３０日（水） １６：００～１７：３０ 

開催場所 クサツエストピアホテル １Ｆ「あお花」 

出 席 者 委員６名、担当副会長、事務局３名 

 
協   議   内   容 

定刻に開会。開会にあたり坂口委員長から挨拶が行われた。 
引き続き、伊地智担当副会長より挨拶が行われた。 
坂口委員長が議長となり、議事に入った。 

 
議題 
（１） 事業実施報告について 
   資料に基づき事務局から説明が行われた。 

①エコドライブ研修会（１１月１０日 ２０名受講） 
・今年度に計４回実施したエコドライブ研修会の合計参加人数が８３名となり燃費向

上率は単純平均１８％となった。 
・第４回エコドライブ研修会において実施したアンケート結果及び燃費の改善を数値

データ化したエコドライブの結果集計も報告された。 
 
ここで議長より、今年度からエコドライブ研修会の開催回数を６回から４回としたこ

とについてその趣旨を理事会にて説明したことが報告され、続いて、出席者への質問

等、求めたところ、出席者より、 
・比較的効率良く参加者を募集でき、研修会実施の負担が減少した。 
との発言があった。その他質問等はなく、議長は次の審議事項へと議事を進めた。 
 
②「びわこ地球市民の森」植樹事業（１１月１日） 
１１月１日にひかり幼稚園６７名（園児６１名、担任他６名）、環境対策委員１４名（事

務局含む）の参加者で実施された。次に、ひかり幼稚園から協会に届いたお礼の手紙

が紹介された。 
続いて、びわこ地球市民の森における植樹率が１００％に達したことについて報告さ

れた。 
 
事務局より、 
代替案としては、危険が伴う作業は園児には参加させることができないので、地球市
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民の森の間引き、伐採や下草刈りが提案された。 
 

議長より、 
栗東市の金勝山に滋賀県より低炭素賞を受賞した植樹事業がある。その事業に参加す

ることはどうか。 
担当副会長より、 
何れにせよ、植樹事業を継続することで低炭素化という環境への配慮や災害防止とい

った業界のＰＲ活動にも繋がるため、これからも植樹事業を継続したい。 
 
協議の結果、議長は植樹ないし樹木育成も視野に入れたうえで、参考となる情報を各

委員へ求め、次回の環境対策委員会にて実施事業を決定することとなった。 
 

   ③各種助成事業実施状況 
環境対策関係の助成金について各々の進捗状況を導入事業者数並びに申請台数（ない

し基数、枚数、本数）、予算執行率を用いて報告された。 
また次年度は、ポスト新長期規制適合車に対する助成金及びＮＯｘＰＭマフラー助成

金を廃止する執行部の方向性が説明された。 
 

    出席者より、 
・蓄熱式ウォーマットは耐久年数が高く、各事業者が必要としている分は行き渡った

のではないか。 
・エコタイヤは制止距離といった安全面や、耐摩耗性といった経済性から、導入して

いない。 
・再生タイヤはタイヤの寿命の限界まで使用することができず、結局のところ採算は

とれない。 
その他に発言や質問等はなく、このような意見を参考とし、各種助成制度は正副会長

会議にて方針決定することとなった。 
 

   ④ＧＥＰ事業の取り組み 
近況報告として参加事業者が２６社、参加車両２６３台であり、１２月１７・１８日

に第３回セミナーを実施した。３期生のスタートを６月に実施する。 
 
議長より、 
滋賀県は環境に対して積極的な県であるとのイメージが強く、滋賀県より認められれ

ば環境に配慮している事業であると従来よりも強くアピールできる。 
目標としては参加事業者数が５０社、参加車両数６００台がとしており、環境面と安

全面の両方に有効であるのだが、その数値に及ばないのは参加費（５００円）の徴収

が原因という側面もある。愛知県、大阪府、埼玉県が今後、ＧＥＰ事業を実施した際

その参加者費用を無料とした場合、滋賀県でも検討する必要がある。 
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出席者より、 
支部定例会で説明することに際して、ＧＥＰ事業に参加した会員からの声で伝える方

が、より参加を呼びかけることに適しているのではないか。 
担当副会長より、 
環境面だけではなく、交通事故の低減に繋がる。また交通事故についてのデータを知

り、ＧＥＰ事業に対する意識を変えないと目標を達成することは難しい。 
その他に発言等はなく、議長より積極的な参加の要請を経て、次の審議事項へと議事

を進めた。 
   ⑤環境キャンペーン １１月１７～２０日 

１１月１７～２０日に渡って、各支部地域の大型スーパーにおいて環境キャンペーン

を実施した。 
議長は各支部協力の謝辞を述べ、次の審議事項へと議事を進めた。 
 

   ⑥その他（県エコ・トレ等） 
１１月１３日に、月の輪自動車教習所においてエコトレーニングを開催した。参加人

数は１４名であった。 
議長により発言を促されたが、質問等はなく、議長は次の審議事項へと議事を進めた。

 
（２） 当面の事業取組について 
 資料に基づき事務局から説明が行われた。 
①アイドリングストップ内部啓発用グッズ等の検討 
看板は長持ちするため、当分はいらない。事業者に必要とされるグッズの方が望ましい。

ちなみに以前はヘルメットに貼付する用のステッカーを配付した。 
 
検討の結果、ＧＥＰ事業に関するＰＲを入れたボックスティッシュを作成して、会員事

業所へ配布することとした。 
 
②ＧＥＰ第四回セミナー及び参加募集説明会の開催（全体、個人） 
６月の第３期生の募集へ向けて、３月～４月、各支部定例会にて募集説明会を実施す

る。 
議長により発言を促されたが、質問等はなく、議長は次の審議事項へと議事を進めた。

 
③来年度事業計画予算（案）の検討 
平成２５年度事業計画及び予算案について報告された。 
今年度の予算よりも約１億円減額しているのは、ポスト新長期規制適合車に対する助

成の廃止が検討されているためである。ＮＯｘＰＭマフラーも同様に廃止が検討され

ている。エコタイヤに対する助成については、中小型の助成金額を１，０００円とす

る。その他に、グリーン経営認証（新規・更新）取得助成については、３０,０００円
とする。 
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議長より発言を促されたが、質問等はなく、議長は次の審議事項へと議事を進めた。

 
（３）その他 

事務局より、 
国土交通省が実施する「先進環境対策型ディーゼルトラック等の導入に対する補助」

について報告された。 
 
以上で議事が終了。次回委員会開催日を決め、坂口委員長の閉会の挨拶の後、閉会。 
   
■次回委員会 

日 時  平成２５年３月１９日（火）１４：００～ 
 
場 所  滋賀県トラック総合会館 

 

 
 


